
もし命の危機に遭遇したら

　人が命の危機にあるとき、1分経過する

ごとに救命率が約10％低下するといわれて

います。また、救急車要請から現場到着ま

での所要時間は、全国平均で約9分かかり

ます。つまり、救急車が到着するまでの間に、

その場に居合わせた人がどのような処置を

するかで、生存率が大きく変わるというこ

とです。

　処置の方法については、毎月消防署で普

通救命講習会を実施しており、心肺蘇生法

や止血方法などを教わることができます。

　本市で救急業務が開始された昭和37年以降、

救急車の出動件数は年々増え続けていますが、そ

れは同時に、数多くの命が救われてきた歴史であ

るとも言えます。24時間体制でいつでも駆け付

ける救急車は、「安心」というまちの財産と言っ

ても過言ではありません。

　しかし、最近は救急車をタクシー代わりに利用

するなど、緊急性の低い理由で要請するケースが

増えています。その間に1分1秒の命の危機にさ

らされている人が、救急車を待っているかもしれ

ません。119番通報するか迷ったときは、かか

りつけの病院などに問い合わせたり、「Ｑ助」を

利用するなどしてみてください。

　また、命の危機に遭遇した場合、皆さまの処置

によって生存率が大きく変わります。心肺蘇生の

手順は通信指令員が指導しますので、救急車到着

までの間、心肺蘇生の継続をお願いいたします。

　今後、さらに進む高齢化などにより、救急車の

出動件数は今まで以上に増加が見込まれるため、

本市では平成31年4月1日から救急隊6隊の24

時間運用を開始します。

　これを契機に、より一層皆さ

まの尊い命をお守りするため、

職員一丸となって任務に取り組

んでまいりますので、救急車の

適正利用や予防救急の取り組み

と併せて、ご理解とご協力をお

願いいたします。
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@B消防防災訓練センター
@D心肺蘇生法やAEDの使用方法など、応急手当
の説明と実技・止血・異物除去法の要領について
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肩をたたいて呼び掛け、反
応の確認をする。反応がな
ければ、大声で応援を呼ぶ。
協力者へ119番通報とAED
の手配を依頼する。

普段どおりの呼吸の有無を
確認する（10秒以内）。

胸や腹部の上がり下がりが確認できな
い、または分からない場合は胸骨圧迫
を行う。胸の真ん中を約5cmの深さ、
約100回／分のテンポで圧迫する。
※人工呼吸ができる場合、胸骨圧迫
と人工呼吸を30：2の割合で実施

AEDが到着したら、電源を入れ
る→音声ガイダンスに従い使用
する→電極パッドを貼る→「シ
ョックが必要」と指示があれば
安全を確認し、ボタンを押す→
ショック後は胸骨圧迫を再開

次回の普通救命講習会
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心肺蘇生法とAED の手順

「安心」へ向けた救急体制の強化
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